
日
本
中
古

天
台
文
献

の
考
察
(二)
 
(
花

野
)
 

三
〇

六

日
本
中
古
天
台
文
献

の
考

察
(二)

-

日
蓮
の

『
立
正
観
抄
』

の
真
偽
問
題
に
つ
い
て
-

花

野

充

昭

鎌
倉
新
仏
教
諸
師
の
思
想
と
日
本
中
古
天
台
教
学
と
の
関
連
を
具
体

的
に
解
明
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
前
提
と
し
て
両
者
の
文
献
考
証
が
な

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
鎌
倉
新
仏
教
の
諸
師
に
つ
い

て
云
え
ぱ
、
著
作
の
真
偽
考
証
が
必
要
で
あ
り
、
中
古
天
台
に
つ
い
て

云
え
ぱ
、
文
献

の
時
代
設
定
が
必
要
で
あ
る
。
両
者
の
文
献
考
証
は
、

実
は
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
の
で
、
そ
の
研
究
方
法
と
し
て
は
次
の

二
が
考

え
ら
れ
る
。
そ
の

一
は
、
鎌
倉
新
仏
教
諸
師
の
著
作
を
通
し
て
、

中
古
天
台
教
学

の
発
達
史

(具
体
的
に
は
中
古
天
台
文
献
の
成
立
年
代
)
を

推
定
す
る
と
い
う
方
法
で
あ
り
、
他
の

一
は
、
中
古
天
台
文
献
の
時
代

設
定
を
通
し
て
、
逆
に
鎌
倉
新
仏
教
諸
師
の
著
作
真
偽
を
考
察
す
る
と

い
う
方
法
で
あ
る
。
鎌
倉
新
仏
教
諸
師
の
著
作
の
中
で
、
真
撰
と
認
め

ら
れ
る
書
に
つ
い
て
は
、
そ
の
所
説
を
通
し
て
申
古
天
台
文
献
の
成
立

年
代
を
推
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
然
る
に
真
偽
未
決
書
に
つ
い

て
は
、

そ
れ
が
で
き
な
い
ば
か
り
か
、
反
対
に
中
古
天
台
文
献
の
時
代

設
定
を
通
し
て
、
そ
の
真
偽
が
考
察
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
は

具
体
的
に
日
蓮
の

『
立
正
観
抄
』
を
取
り
挙
げ
て
、
中
古
天
台
教
学
と

の
関
連
を
考
察
し
、
以
つ
て
中
古
天
台
文
献
の
時
代
設
定
を
な
す
際
の

一
助
と
し
た
い
と
思
う
。

 
『立
正
観
抄
』
は
真
蹟
が
現
存
し
な
い
が
、
古
来
日
蓮
の
真

撰
と
認

め
ら
れ
て
き
た
。
然
る
に
近
年
に
至
り
、
浅
井
要
麟
氏
は
そ
の
成
立
に

疑
義
を
提
出
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
浅
井
氏
は
、
昭
和
十
三
年
六
月
に
発

表
さ
れ
た

「
慧
檀
両
流
と
日
蓮
聖
人
の
教
学
」
と
い
う
論
文
の
申
で
、

止
観
勝
法
華
説
は
尊
海

(
一
二
五
三
-
一
三
三
二
)
の
創
唱
で
あ
る
か
ら
、

日
蓮

(
一
二
二
二
-
一
二
八
二
)
が
こ
の
説
を
引
用
で
き
る
は
ず
が
な

い

と
し
て
、
止
観
勝
法
華
説
の
み
え
る

『
立
正
観
抄
』
は
偽
書
で
あ
ろ
う

と
提
言
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
提
言
は
当
時
大
き
な
反
響
を
呼
び
、

同
年
十
二
月
に
は
小
林
是
恭
氏
が
浅
井
説
を
補
強

す
る
意
図

に
お

い

て
、
「最
蓮
房
賜
書
管
見
」
と
い
う
論
文
を
発
表
さ
れ

て
い
る
。
小
林

氏
は
そ
の
中
で
、
現
在
身
延
に
蔵
さ
れ
て
い
る

『
立
正
観
抄
』
の
古
写

本
に
は
、
奥
書
に

「
正
中
二
年
乙
丑
三
月
於
洛
中
三
條
京
極
最
蓮
房
之
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本
御
自
筆
有
人
書
之
、
今
干
時
正
中
二
年
乙
丑
十
二
月
二
十

日
書
写

之
、
身
延
山
元
徳
二
庚
午
卯
月
中
旬
重
写
也
」
と
あ
り
、
こ
れ
が
日
蓮
の
孫
弟
子
で

あ
り
、
身
延
の
第
三
世
で
あ
る
日
進

(
一
二
七
〇
-
一
三
四
六
)
の
古
写

本
で
あ

る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
抄
は
日
蓮
の
真
撰
と
み

て
間
違

い
な
い
と
す
る
説
も
あ
る
が
、
身
延
の
古
写
本
が
果
た
し
て
本

当
に
日
進
の
書
写
で
あ
る
か
否
か
は
批
判
を
要
す
る
と
し
て
、
凡
そ
次

の
如
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
奥
書
の
解
釈
の
仕
方
に
よ

つ
て
意
味
の
取

り
よ
う
も
異
な
る
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
は

「
正
中
二
年

(
一
三
二
五
)
三

月
に
、
京
都
三
條
京
極
で
、
最
蓮
房

へ
授
与
さ
れ
た
宗
祖
御
自
筆
の
立

正
観
抄
を
、
或
る
人
が
書
写
し
た
。

い
ま
日
進
が
同
じ
年
の
十
二
月
二

十
日
に
転
写
し
た
。
そ
れ
を
身
延
山
に
於
て
元
徳
二
年

(
一
三
三
〇
)
卯

(1
)

月
中
旬
に
重
ね
て
写
し
直
し
た
」
と
い
う
意
味
に
取
れ
る
で
あ
ろ
う
。

然
ら
ば
、
日
進
は
果
た
し
て
正
中
二
年
に
京
都
で
本
抄
を
書
写
し
た
で

あ
ろ
う
か
。
日
進
は
永
仁
三
年
二
十
五
歳
の
時
に
は
、
京
都
に
滞
在
し

た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
正
和
二
年
四
十
三
歳
の
時
に
日
向
の

後
を
承
け
て
身
延
に
住
し
た
の
で
、
そ
れ
よ
り
十
二
年
後
の
正
中
二
年

五
十
五
歳
の
時
に
、
果
た
し
て
京
都

へ
行

つ
た
か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ

る
。
日
進
は
正
中
二
年
に
は
、
『
日
蓮
聖
人
御
弘
通
次
第
』
を
述

し
て

い
る
が
、
そ
れ
は
恐
ら
く
は
身
延
で
の
執
筆
で
は
な
か
つ
た
か
。
又
日

進
と
交
渉
の
深
か
つ
た
申
山
三
世
日
祐
(
一
二
九
八
-
一
三
七
四
)
の
『本

尊
聖
教
録
』
に
、
『
立
正
観
抄
』
の
事
が
少
し
も
記
さ
れ
て
い
な

い
こ

と
も
不
審
で
あ
る
。
日
祐
は
祖
書
の
蒐
集
に
力
を
注
ぐ
と
共
に
、
殆
ど

毎
年
身
延
に
登
詣
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
若
し
日
進
に

『
立
正
観
抄
』

の
写
本
が
あ
つ
た
と
す
れ
ば
、
日
祐
が
そ
れ
に

つ
い
て
何
か
記
し
て
い

る
は
ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
日
祐
の

『
本
尊
聖
教
録
』
に
は
、
『
立
正

観
抄
』
の
こ
と
が
何
ら
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
、
日
進
の
書
写
自
体

を
疑
わ
し
む
も
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
小
林
氏
は
、
身
延
に
蔵
さ
れ
て

い
る

『
立
正
観
抄
』
の
古
写
本
は
、
後
世
の
者

が
名
を
日
進
に
仮
り
て
、

書
写
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
推
察
さ
れ
た
。

 

こ
の
よ
う
な

『
立
正
観
抄
』
偽
作
説
に
対
し

て
、
最
初
に
反
論
を
試

み
ら
れ
た
の
が
山
川
智
応
氏
で
あ

つ
た
。
山
川
氏
は
同
じ
く
昭
和
十
三

年
の
十
二
月
に
、
「
立
正
観
抄
に
対
す
る
疑
義

に
つ
い
て
」
と

い
う
論

文
を
発
表
さ
れ
、
そ
の
中
で

『
立
正
観
抄
』
の
真
偽
論
を
文
献
的
考
察

と
歴
史
的
考
察
の
二
面
か
ら
論
述
さ
れ
た
。
文
献
的
考
察
と
し
て
は
、

ま
ず
身
延
の
古
写
本
が
果
た
し
て
本
当
に
元
徳
二
年
の
も
の
で
あ
る
か

ど
う
か
を
調
査
す
る
こ
と
が
先
決
で
あ
る
。
日
祐
の

『
本
尊
聖
教
録
』

に

『
立
正
観
抄
』
が
収
め
ら
れ
て
い
な
い
か
ら
と
云
つ
て
、
そ
れ
が
直

ち
に
偽
作
論
の
根
拠
に
は
な
ら
な
い
。
何
と
な
れ
ば
、

日
祐
は
身
延
と

相
当
に
交
通
し
て
い
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
『
本
尊
聖
教

録
』
に
は
身

延

に
蔵
す
る
真
蹟
御
書
で
さ
え
、
そ
の
全
部
は
収
め
ら
れ
て
い
な
い
か
ら

で
あ
る

(例
え
ば

『光
日
房
書
』
の
如
き
)
。
又

『
立
正
観
抄
』
が

「
録

内
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
は
、
少
く
と
も
日
蓮
滅
後
百
十

(2
)

数
年
後
の
頃
に
は
、
日
蓮
各
派
に
お
い
て
、
こ
れ
を
遺
文
と
す
る
に
異

論
の
な
か
つ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
文
章
に
つ
い
て
も
、

日
蓮

日
本
中

古
天
台
文
献

の
考
察
(二)
 
(花

野
)
 

三
〇
七
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日
本
中
古
天
台
文
献
の
考
察
(
二
)
 
(
花
野
)
 

三
〇

八

の
文
章
と
し
て
と
り
た
て
て
疑
う
べ
き
も
の
は
な
い
か
ら
、
真
撰
と
認

め
る
に
や
ぶ
さ
か
で
な
い
。
又
歴
史
的
考
察
と
し
て
は
、
止
観
勝
法
華

説
は
尊
海
の
創
唱
に
非
ず
し
て
、
日
蓮
と
同
学

の
静
明

の
創
唱

で
あ

る
。
日
蓮
は
最
蓮
房
を
通
し
て
こ
の
静
明
の
新
説
を
聞
き
及
び
、
そ
れ

を
破
折

さ
れ
た
の
が

『
立
正
観
抄
』
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば

『
立
正
観
抄
』
は
日
蓮
の
真
撰
と
認
め
て
よ
い
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
が

山
川
氏

の
所
論
で
あ
る
。

 

と
こ
ろ
が
さ
ら
に
昭
和
十
五
年
十
二
月
に
至

る
と
、
林
宣
正
氏
が

「
止
観
勝
法
華
思
想
と
仙
波
教
学
」
と
い
う
論
文
を
発
表
さ
れ
、
再
び

『
立
正
観
抄
』
の
偽
作
説
が
主
張
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
林
氏
は
、
止
観

勝
法
華
説
の
創
唱
を
静
明
の
弟
子
で
尊
海
の
師
に
当
た
る
心
賀
と
見
な

し
、
日
蓮
が
心
賀
の
新
義
を
破
折
す
る
こ
と
は
年
代
的
に
不
可
能
で
あ

る
と
し
て
、
浅
井
要
麟
氏
の
偽
作
説
を
擁
護
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

 

こ
の
よ
う
に

『
立
正
観
抄
』
の
真
偽
論
は
、
当
初
偽
作
説
が
優
勢
で

あ

つ
た
が
、
そ
の
後
身
延
山
所
蔵
の

『
立
正
観
抄
』
古
写
本
の
調
査
が

行
な
わ
れ
、
そ
れ
が
日
進
の
直
筆
で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
る
に
及
ん

で
、 
一
転
し
て
真
撰
説
が
優
位
に
立

つ
た
。
す
な

わ
ち
影
山
尭
雄
氏

は
、
昭
和
二
十
六
年
に
発
表
さ
れ
た

「最
蓮
房
に
つ
い
て
」
と
い
う
論

文
の
中

で
、
最
蓮
房
の
実
在
せ
る
こ
と
を
強
調
す
る
と
共
に
、
日
進
書

写
の

『
立
正
観
抄
』
の
奥
書
に
よ

つ
て
、
最
蓮
房
が
佐
渡
赦
免
後
、
京

都

へ
帰

つ
た
こ
と
を
論
証
さ
れ
て
い
る
。
又
宮
崎
英
修
氏
も
、
日
進
の

古
写
本

の
現
存
す
る
こ
と
か
ら
、
『
立
正
観
抄
』
の
真
偽
を
疑
う

こ
と

は
妥
当
で
は
な
い
と
主
張
さ
れ
て
い
る
。

 
然
る
に

『
立
正
観
抄
』
の
日
進
書
写
が
証
明

さ
れ
た
現
在
、
な
お
も

そ
の
真
偽
を
疑
う
学
者
が
い
る
。
田
村
芳
朗
先
生
は
止
観
勝
法
華
説
を

静
明
ご
ろ
の
成
立
と
さ
れ
る
か
ら
、

こ
の
点
に

お

い
て
は

『
立
正
観

抄
』
は
疑
わ
れ
な
い
。
し
か
し

『
立
正
観
抄
』
に
は
、
当
時

の
天
台
宗

に
お
い
て
止
観
勝
法
華
説
か
ら
さ
ら
に
進
ん
で
禅
勝
止
観
の
説
ま
で
起

き
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
或

い
は
天
台
大

師
自
筆

と
伝

え
る

「灌
頂
玄
旨
血
脈
」
と
か
、
そ
れ
に
対
す
る
伝
教
大
師
の
註
と
称
す
る

口
伝
書
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
思
想
、
乃
至
は
口
伝
書
が
、

す
で
に
日
蓮
の
時
代
に
存
在
し
て
い
た
か
ど
う

か
は
疑
わ
し

い
と
し

て
、
田
村
先
生
は
畢
寛
す
る
と
こ
ろ

『
立
正
観
抄
』
の
真
撰
た
る
こ
と

を
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
又
浅
井
円
道
先
生
は
、
真
如
論
の
説
か
れ
る

日
蓮
遺
文
に

『
当
体
義
抄
』
『
日
女
御
前
御
返

事
』
『
立
正
観
抄
』
『成

仏
法
華
肝
心
口
伝
身
造
抄
』
『読
諦
法
華
用
心
抄
』
『
万
法

一
如
抄
』
等

が
あ
る
が
、

そ
の
中
で
前
三
書
は
真
偽
未
決
で
あ
り
、
他
の
書
は
偽
書

で
あ
る
と
し
て
、
畢
寛
、
日
蓮
に
は
真
如
随
縁

論
が
皆
無
で
あ
つ
た
と

主
張
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
実
質
的
に

『
立
正
観
抄
』
偽
作
論
に
他
な

ら
な
い
。
こ
れ
ら
両
先
生
の
偽
作
論
に
つ
い
て
、
次
に
私
の
意
見
を
述

べ
て
み
よ
う
。

 
『
立
正
観
抄
』
の
日
進
書
写
が
明
ら
か
で
な
か
つ
た
昭
和
十
年
代
に
、

思
想
内
容
か
ら
の
真
偽
論
が
浅
井
氏

・
山
川
氏
等
に
よ

つ
て
交
わ
さ
れ

る
こ
と
は
や
む
を
得
な
い
ま
で
も
、

日
進
本
の
存
在
に
よ

つ
て
文
献
的
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に
真
撰
た
る
こ
と
が
確
実
と
な
つ
た
現
在
、
こ
れ
を
思
想
的
に
疑
う
こ

と
は
甚

だ
非
で
あ
る
と
云
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
思
想
的
に
疑
義
を
挿
ま

ん
と
す

る
な
ら
、
ま
ず
文
献
的
に
偽
書
の
可
能
性
を
論
ず
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
文
献
的
に
偽
書

の
可
能
性
が
あ
り
、
そ
の
上
で
思
想
的
に

も
問
題

が
あ
る
と
い
う
の
が
、
偽
書
説
を
主
張
す
る
際
の
必
要
条
件
で

あ
る
。

然
る
に

『
立
正
観
抄
』
は
文
献
的
に
偽
書
の
可
能
性
が
殆
ど
無

い
。
文
献
的
に
偽
書
説
を
云
う
場
合
、

そ
れ
は
い
つ
ご
ろ
、
ど
う
い
う

立
場

の
人
が
、
何
の
た
め
に
偽
作
し
た
か
と
い
う
こ
と
が
、
あ
る
程
度

推
察
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
『
立
正
観
抄
』
に
は
そ

の
推
察

が

殆
ど
不
可
能
で
あ
る
。

 
ま
ず
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
日
蓮
滅
後
に
誰
か
が

『
立
正
観
抄
』
を

偽
作
し
、

そ
れ
を
さ
ら
に
日
進
が
正
中
二
年
に
書
写
し
た
と
す
る
可
能

性
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
場
合
、
日
進
が
奥
書
に

「最
蓮
房
之
本
御
自

筆
」
と
ま
で
明
言
し
て
い
る
こ
と
は
少
し
不
可
解
で
あ
る
し
、
何
よ
り

も
日
蓮

滅
後
か
ら
正
中
二
年
の
間
、

つ
ま
り
わ
ず
か
四
十
三
年
の
間
に

『
立
正
観
抄
』
が
京
都
に
お
い
て
偽
作
さ
れ
る
こ
と
な
ど
ま
ず
考
え
ら

れ
な
い
。
第

一
に
、
偽
作
で
き
る
よ
う
な
人
師
が
当
時
の
京
都
に
は
い

な
い
。
又
若
し

『
立
正
観
抄
』
が
当
時
の
京
都
に
お
い
て
偽
作
さ
れ
た

と
す
る
な
ら
、
日
進
が
そ
れ
を
何
の
疑
問
も
持
た
ず
に
日
蓮
の
真
撰
と

し
て
書
写
す
る
こ
と
も
不
可
解
で
あ
る
。

 
次
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
日
進
が

『
立
正
観
抄
』
を
偽
作
し
た
と

す
る
可
能
性
で
あ
る
。
然
る
に

『
立
正
観
抄
』
に
つ
い
て
は
、
他
に
大

石
寺
三
世
日
目
の
弟
子
日
朝
の
写
本
が
現
存
し
て
お
り
、
そ
れ
は
現
在

富
久
成
寺
に
蔵
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
奥
書
に
は

「貞
治
三
甲
辰
仲
夏
三

日
書
写
畢
 
執
筆
日
朝
」
と
あ
り
、
貞
治
三
年

(
一
三
六
四
)
は
正
中

二
年
よ
り
わ
ず
か
三
十
九
年
後
で
あ
る
。
若
し
日
進
が

『
立
正
観
抄
』

を
偽
作
し
た
と
す
る
な
ら
、

日
朝
が
そ
れ
か
ら

わ
ず
か
三
十
九
年
後

に
、
し
か
も
日
蓮
の
遺
文
と
認
め
て
こ
れ
を
書

写
し
た

こ
と

に
な
る

が
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
殆
ど
考
え
ら
れ
な
い
。
し
か
も
当
時
は
、
大

石
寺
開
山
日
興
の
身
延
離
山
に
濫
筋
せ
る
五

一
の
相
対
、
所
謂
日
興
門

下
と
他
の
五
老
門
下
の
対
立
が
存
し
、
富
士
と
身
延
の
交
流
は
ま
ず
考

え
ら
れ
な
い
か
ら
、
身
延
の
日
進
が
偽
作
し
た
書
を
富
士
の
日
朝
が
書

写
す
る
こ
と
な
ど
到
底
あ
り
え
な
い
。
第

一
、
日
進
が

『
立
正
観
抄
』

を
敢
え
て
偽
作
す
る
よ
う
な
動
機
が
全
く
見

つ
か
ら
な
い
。

 
こ
の
よ
う
に
文
献
的
に

『
立
正
観
抄
』
偽
作
論
の
可
能
性
が
全
く
考

え
ら
れ
な
い
以
上
、
い
か
に
思
想
内
容
か
ら
そ
の
真
偽
を
疑
つ
て
み
て

も
、
そ
れ
が
不
当
な
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
ず
円
道
先
生
の
偽

作
論
に
つ
い
て
云
え
ぱ
、
先
生
は
真
如
随
縁
論

が
見
え
る
か
ら

『
立
正

観
抄
』
は
偽
書
で
あ
ろ
う
と
云
わ
れ
る
。
し
か
し
思
想
内
容
か
ら
の
批

判
と
い
う
も
の
は
、
論
者
の
主
観
が
多
分
に
影
響
す
る
か
ら
、
そ
れ
を

直
ち
に
真
偽
論
に
ま
で
結
び
つ
け
る
の
は
不
可

で
あ
る
。
『
立
正
観
抄
』

が
文
献
的
に
真
撰
と
考
え
ら
れ
、
し
か
も
そ
の
中
に
真
如
随
縁
論
が
説

か
れ
て
い
る
以
上
、
日
蓮
に
真
如
随
縁
論
は
あ

つ
た
と
考

え
る

べ
き

で
、
真
如
論
が
見
え
る
と
い
う
理
由
に
よ
つ
て

『
当
体
義
抄
』
や

『
日

日
本
中
古
天
台
文
献

の
考
察
(二)
 
(
花

野
)
 

三
〇

九
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日
本
中
古
天
台
文
献
の
考
察
(
二
)
 
(
花
野
)
 

三

一
〇

女
御
前
御
返
事
』
の
真
偽
を
疑
う
こ
と
は
、
も
は
や
許
さ
れ
な
い
の
で

あ
る
。

 
家
永
三
郎
氏
は
、
日
蓮
の
思
想
の
中
に
新
旧
両
仏
教
の
多
様
な
要
素

を
含
む
こ
と
を
積
極
的
に
論
証
さ
れ
た
が
、
現
今
の
宗
学
者
は

「純
粋

日
蓮
義
」
と
い
う
指
標
を
設
定
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
日
蓮
の
思
想
か

ら
他
の
思
想
要
素

(例
え
ば
中
古
天
台
義
等
)
を
で
き
る
だ
け
排
除

し
よ

う
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち

「
純
粋
日
蓮
義
」
の
立
場
か
ら
少
し
で
も

矛
盾
と
感
じ
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
と
、
そ
の

一
方
を
偽
書
と
し
て
切
り

捨
て
て
し
ま
う
の
で
あ
る
が
、
「純
粋
日
蓮
義
」
と
い
う

こ
と
に
は
、

日
蓮
の
思
想
を
歴
史
を
超
越
し
た
全
く
独
自
な
も
の
と
み
る
非
学
問
的

な
態
度
が
潜
ん
で
い
る
。
日
蓮
は
す
で
に
存
在
し
た
新
旧
両
仏
教
の
思

想
信
仰
か
ら
い
か
な
る
影
響
を
受
け
、
そ
れ
を
い
か
に
消
化
し
た
か
、

又
日
蓮
は
い
か
に
し
て
独
自

の
法
門
を
構
築
し
た
か
、
と
い
う
問
題
意

識
に
立

つ
て
研
究
を
進
め
る
時
、

日
蓮
の
思
想
に
多
様
な
要
素
が
存
す

る
の
は
む
し
ろ
当
然
で
あ
り
、

そ
れ
を

「
純
粋
日
蓮
義
」
の
立
場
か
ら

矛
盾
で
あ
る
と
し
て
排
除
す
る
態
度
こ
そ
批
判
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
し
か
も
日
蓮
は
宝
地
房
証
真
の
如
き
体
系
的

・
理
論
的
な
学
者
で

は
な
く
、
現
実
的

・
実
践
的
な
宗
教
家
で
あ
つ
た
か
ら
、
時
と
所
と
人

に
応
じ
て
立
言
に
多
少
の
差
異
が
あ
る
の
は
む
し
ろ
必
至
で
あ
る
。
従

つ
て
我

々
が
矛
盾
と
感
じ
て
も
、
当
の
日
蓮
に
お
い
て
は
矛
盾
で
な
い

場
合
も
あ
り
え
よ
う
し
、
日
蓮
に
と
つ
て
矛
盾
が
自
覚
さ
れ
ず
に
放
置

さ
れ
て
い
る
場
合
も
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
「
純
粋
日
蓮
義
」
の
立
場
か

ら
矛
盾
と
感
じ
ら
れ
る
も
の
を
も
つ
て
、
直
ち
に
真
偽
論
に
ま
で
結
び

つ
け
る
こ
と
は
、
よ
ほ
ど
慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。
具
体

的
に
云
え
ば
、
日
蓮
の
成
仏
論
の
基
盤
は

一
念
三
千
論
に
あ
る
か
ら
、

真
如
随
縁
論
や
心
性
蓮
華
説
の
見
え
る
日
蓮
遺
文
は
疑
わ
し
い
と
い
う

が
如
き
論
は
、
も
は
や
成
立
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

 
次
に
田
村
先
生
の
偽
作
論
に
つ
い
て
云
え
ば
、
先
生
は
禅
勝
止
観
の

説
や

「
灌
頂
玄
旨
血
脈
」
の
文
が
引
用
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
『
立
正
観

抄
』
は
疑
わ
し
い
と
云
わ
れ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
中
古
天
台
の
欄
熟
期

を
日
蓮
滅
後
と
す
る
前
提
に
立
つ
て
論
じ
て
お
ら
れ
る
か
ら
で
、
そ
の

前
提
自
体
に
す
で
に
問
題
が
あ
る
。
先
生
は
中
古
天
台
文
献
の
成
立
年

代
に
つ
い
て
、

一
つ
の
仮
説
を
提
出
さ
れ
、
そ
の
仮
説
に
基
づ
い
て
日

蓮
遺
文
の
真
偽
を
論
じ
て
お
ら
れ
る
が
、
そ
の
仮
説
自
体
に
す
で
に
問

題
が
あ
る
以
上
、
そ
の
真
偽
論
も
又
問
題
が
あ
る
と
云
わ
ざ
る
を
得
な

い
。
す
な
わ
ち
先
生
は
、
中
古
天
台
文
献
の
時
代
設
定
を
通
し
て
、
禅

勝
止
観
の
説
や

「
灌
頂
玄
旨
血
脈
」
の
成
立
を
日
蓮
滅
後
と
見
な
し
、

そ
の
上
か
ら

『
立
正
観
抄
』
に
疑
義
を
提
出
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
文

献
的
に

『
立
正
観
抄
』
偽
作
論
の
可
能
性
が
考

え
ら
れ
な
い
以
上
、
い

か
に
思
想
内
容
か
ら
そ
の
真
偽
を
疑

つ
て
み
て
も
、
そ
れ
が
不
当
な
る

こ
と
は
明
ら
か
で
、
む
し
ろ

『
立
正
観
抄
』
に
見
え
る
か
ら
、
禅
勝
止

観
の
説
や

「
灌
頂
玄
旨
血
脈
」
の
書
が
日
蓮
当
時
す
で
に
あ

つ
た
と
考

え
る
べ
き
で
あ
る
。

 
『
立
正
観
抄
』
に
引
か
れ
た
る
天
台
大
師
の

「
灌
頂
玄
旨
血
脈
」
や
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伝
教
大
師
の

「註
血
脈
」
と
呼
ば
れ
る
書
は
、
有
名
な
檀
那
流
五
箇
の

血
脈
印
信

の
第

一
に
収
め
ら
れ
た
る
も
の
で
あ
り
、
彼
の
玄
旨
帰
命
壇

と
密
接

な
関
係
に
あ
る
血
脈
で
あ
る
か
ら
、

こ
の
書
を
日
蓮
が
引
い
て

い
る
と
い
う
こ
と
は
、
当
時
す
で
に
檀
那
流
の
玄
旨
帰
命
壇
が
あ
る
程

度
形
を
整
え
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
日
蓮
が

『
立
正
観

テ
 

ニ
 

モ
 

ナ
リ
ト
 

テ
 

ノ

抄
送
状
』
に
、
「
於
二天
台

一
宗

一流

々
難
二各
別

不
レ
出
二慧
心
檀
那
両

ヲ流
一候
也
」
と
云
つ
て
い
る
こ
と
は
、
当
時
の
申
古
天
台
が
慧
檀

両
流

を
中
心
と
し
て
多
く
の
流
派
に
分
裂
し
て
い
た
こ
と
を
物
語

つ
て
お

り
、

こ
の
こ
と
か
ら
し
て
も
、
当
時
す
で
に
慧
心
流
の
面
目
た
る
三
重

七
箇
法
門

に
対
し
て
、
檀
那
流
の
誇
り
う
る
玄
旨
帰
命
壇
の
原
形
が
成

立
し
て
い
た
可
能
性
は
充
分
に
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
当
時

の
玄
旨
帰
命
壇
は
、
後
世
の
そ
れ
の
よ
う
に
必
ず
し
も
堕
落
し
た
も
の

で
は
な
か

つ
た
で
あ
ろ
う
。
日
蓮
の

『
立
正
観
抄
』
を
見
る
時
、

そ
の

他
に
四
重
興
廃
の
説
も
引
か
れ
、
は
て
は
当
世
の
天
台
宗
に
お
い
て
口

伝
法
門
の
商
品
取
引
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
ま
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
の

で
あ
る
か
ら
、
『
立
正
観
抄
』
の
真
撰
た
る
こ
と
を
文
献
的
に
信
ぜ
ざ
る

を
得
な
い
以
上
、
日
蓮
の
当
時
申
古
天
台
は
瀾
熟
期
を
迎
え
て
お
り
、

日
蓮
は
そ
の
た
だ
中
に
生
存
し
て
、
そ
れ
ら
の
教
義
を
自
己
の
思
考
の

基
盤
と
し
て
い
た
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
事
実

『
立
正
観

ノ
 

カ
ニ
 
ル
 

シ
 

ヲ

抄
送
状
』
に
は
、
「
日
蓮
相
承
法
門
血
脈
惜

奉
レ註
レ之
」
と
あ
り
、

日

蓮
が
中
古
天
台
の
口
伝
法
門
に
倣

つ
て
、
自
己
の
観
心
の
法
門
を
相
伝

し
て
い
た

こ
と
が
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

 
田
村
先
生
は
、
「
純
粋
日
蓮
義
」
の
確
立
と
い
う
見
地

か
ら
、
濃
厚

な
中
古
天
台
教
義
の
見
え
る
日
蓮
遺
文
を
真
偽
論
に
よ

っ
て
排
除
し
よ

う
と
さ
れ
、
そ
れ
を
思
想
史
的
に
徹
底
さ
せ
る
た
め
に
、
中
古
天
台
文

献
の
時
代
設
定
を
で
き
る
だ
け
後
世
に
下
げ
よ
う
と
さ
れ
た
。
し
か
し

『
立
正
観
抄
』
の
偽
作
論
が
文
献
的
に
み
て
不
可
能
な
今
日
、
田
,村
先

生
の
時
代
設
定
は
少
し
下
げ
す
ぎ
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る

の
で
あ

り
、

こ
れ
か
ら
は
日
蓮
に
燗
熟
し
た
中
古
天
台

の
影
響
が
あ
つ
た
こ
と

を
認
め
て
、
そ
の
真
偽
論
に
つ
い
て
も
再
考
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
思

う
の
で
あ
る
。

註

テ
 

ニ
 

ほ
ん
 

ヲ
 

ス

 

(
1
)
 
奥

書
の
文

を

「
於
二
洛
中
三
條
京
極
一
最
蓮
房
之
本
御
自

筆

有

人

書
レ

ヲ
 

テ
 

も
と
ニ
 

ヲ
 

ス

之
」

と
読

ま
ず

に
、
「
於
二
洛
中
三
條
京
極
最
蓮
房
之
本
一
御
自
筆
有
人
書
レ

ヲ之
」

と
読

む
人

も
い
る
が
、

そ
れ
は
妥
当
で
は
な
い
と
思
う
。

 

(
2
)
 
「
録
内
御
書
」

の
成
立
時

期
に

つ
い
て
は
異
説
が
あ

り
、
浅

井

要
麟

氏
は
祖
滅
百

二
、
三
十
年
ご
ろ
と
さ
れ
、
宮
崎
英
修
氏
は
祖
滅
百
四
、

五

十
年

ご
ろ
と
推
察

さ
れ
て
い
る
。

他
の
註

に
つ
い
て
は
省
略
す
る
が
、

こ
の
小
論

と
あ
わ
せ

て
是
非
、

拙
稿

 
 

「
日
蓮
教
学

と
修
禅
寺
決
」
「
純
粋

日
蓮
義
確
立

の
問
題
点
」
等

を
参

照
さ

れ
た
い
。

付
記

前
年
号

の
拙
論
に
関
し
て
-

中

ノ
川
実
範

の

『
大
経
要
義

抄
』
巻

七
に

 

は
、
す

で
に
天
台
宗
の
仏
身

論
を

「
無
作
三
身
」
と

い
う
名
目
を
も

つ
て
表

 

現
し
て
い
る
が
、

そ

の
内
容

は
三
身
常
住
論

で
あ

つ
て
、
凡
夫
実
仏
論

で
は

 

な
い
。

旧
本
中

古
天
台
文

献

の
考
察
(
三
)
 
(
花

野
)
 

三

一
一
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